
【テキストの修正】すべてがわかる世界遺産1500（中巻） 世界遺産検定1級公式テキスト

＊ 下の表の「HP掲載日」が、書籍の奥付にある増刷日より前のものは、修正が反映されています。

修 正 前 HP掲載日

　

・9行目
㉝済州火山島と溶岩洞窟群　　P217

・10行目
㉞昌徳宮　　P109

←

・9行目
㉝昌徳宮　　P109

・10行目
㉞済州火山島と溶岩洞窟群　　P217

2024年6月26日

　

ティグローヴァヤ・バルカ自然保護区のツガイ森林群 ← ティグローヴァヤ・バルカ自然保護区のタゲイ森林群 2024年6月26日

　

エネディ山塊：自然的・文化的景観 ← エネディ山塊 2024年3月26日

　

　　　　　（複数の国にまたがる文化遺産のマーク） ← 　　　　（文化遺産のマーク） 2024年6月26日

　

P468 ← P467 2025年3月25日

　

ダレイオス1世と息子のクセルクセス1世（在位：前486～前465年） ← ダレイオス1世と息子のクセルクセス2世（在位：前486～前465年） 2024年11月29日

　

ウンム・アン・ナール後期（前2200～前2000年頃） ← ウンム・アン・ナール後期（前2200～2200年頃） 2024年3月26日

　

2023年危機遺産登録 ← 2025年3月25日

　

初代王インタラティットによって建てられたスコータイ最大の寺院 ← 初代王インタラティットによって建てられスコータイ最大の寺院 2024年12月19日

　

アッタロス朝：紀元前3～前2世紀にアナトリア半島西部に興った王
国。

←
アッタロス朝：紀元3～前2世紀にアナトリア半島西部に興った王
国。

2025年3月25日

　

・1段落3行目
当時のアッバース朝は中央アジアから北アフリカまでを版図に収
め、

・2段落3行目
（アル・ムタワッキルのモスク（サーマッラーの大モスク））である。

←

・1段落3行目
当時のアッバース朝は中央アジアから北アメリカまでを版図に収
め、

・2段落3行目
（アル・ムタワッキルのモスク（サーマッラーの大モスク））であ。

2024年6月26日

　

モッガラーナ ← モッガッラーナ 2024年6月26日

修 正 後

◆  P.008　-　タジキスタン共和国　6行目

◆  P.047　-　古代都市サーマッラー　1段落3行目・2段落3行目

◆  P.033　-　バット、アル・フトゥム、アル・アインの考古遺跡　9行目

◆  P.007　-　大韓民国　9行目・10行目

◆  P.050　-　シーギリヤの古代都市　7行目

◆  P.012　-　チャド共和国　2行目

◆  P.012　-　トーゴ共和国及びベナン共和国　クタマク：バタマリバ
人の土地　マーカー

◆  P.014　-　アメリカ合衆国　エヴァーグレーズ国立公園　掲載頁

◆  P.042　-　スコータイと周辺の歴史地区　7行目

◆  P.018　-　ペルセポリス　2段落6行目

◆  P.033　-　マリブ：古代サバ王国の代表的遺跡群　登録年

◆  P.045　-　ペルガモンとその周辺：様々な時代からなる文化的景
観　欄外注釈「アッタロス朝」



　

巨大なゴープラ（塔門） ← 巨大なゴープラム（塔門） 2024年6月26日

　

張騫は、政治的な交渉は失敗に終わったものの、 ← 張騫は、両地域間の公的な関係構築を成功させ、 2025年3月25日

　

・1行目
シリア砂漠の中央にあるパルミラ*は

・欄外注釈
パルミラ

←

・1行目
シリア砂漠の中央にあるパルミラは

・欄外注釈
ナツメヤシ

2025年3月25日

　

7世紀に築かれた寺院 ← 10世紀に築かれた寺院 2024年6月26日

　

1068年には水上の要塞や橋、道路などが築かれた ← 1068年には水上の要塞や橋道路などが築かれた 2024年6月26日

　

ヨーロッパ側は金角湾を挟んで北側に新市街、南側には旧市街が
ある

←
ヨーロッパ側は金角湾を挟んで北側に旧市街、南側には新市街が
ある

2024年11月29日

　

1934年*に初代大統領のケマル・アタトゥルクの命によって無宗教
の博物館となり、

*欄外注釈
1934年：アヤ・ソフィアを無宗教の博物館に転用することが決まっ
た年。翌35年から一般に公開された。

←
1934年に初代大統領のケマル・アタトゥルクの命によって無宗教の
博物館となり、

2025年3月25日

　

・1行目
1842年

・9行目
「*」を削除

←

・1行目
1843年

・9行目
アモイ・デコ様式*

2025年3月25日

　

シリアル・サイト ← シリアル・ノミネーション・サイト 2025年3月25日

　

陶製の像のことで、 ← 陶製の像ことで、 2024年12月19日

　

前162年に独立後、後72年にローマ帝国に併合された。 ← 前162年に独立後、72年にローマ帝国に併合された。 2024年6月26日

　

紙が無数に差し込まれている。 ← 紙が無数に差し込こまれている。 2024年12月19日

　

約1km四方の城壁に囲まれた旧市街には、 ←
旧市街は、オスマン帝国時代に築かれた約1km四方の城壁に囲ま
れ、

2024年6月26日

◆  P.117　-　始皇帝陵と兵馬俑坑　7行目

◆  P.126　-　エルサレムの旧市街とその城壁群　2段落6行目

◆  P.054　-　ハンピの都市遺跡　7行目

◆  P.057　-　シルク・ロード：長安から天山回廊の交易網　3段落3行
目

◆  P.072　-　イスタンブルの歴史地区　1段落8行目・欄外注釈

◆  P.096　-　ラジャスタンの丘陵城塞群　1行目

◆  P.067　-　泉州：宋・元時代の中国における世界的な商業の中心
地　表「開元寺」1行目

◆  P.067　-　泉州：宋・元時代の中国における世界的な商業の中心
地　表「石湖埠頭」2行目

◆  P.089　-　鼓浪嶼（コロンス島）：歴史的共同租界　１行目・9行目

◆  P.071　-　イスタンブルの歴史地区　2段落2行目

◆  P.122　-　ネムルト・ダーの巨大墳墓　欄外注釈「コンマゲネ王
国」

◆  P.129　-　エルサレムの旧市街とその城壁群　4段落2行目

◆  P.065　-　古代都市パルミラ　1行目・欄外注釈



　

この遺産はブッダがここに滞在し悟りを開いたということとともに、 ← この遺産はブッダがここに滞在し悟りを開いたということともに、 2024年12月19日

　

・3行目
世界遺産『イスファハーンのイマーム広場*』に隣接し

・5行目
アッバース朝時代

←

・3行目
世界遺産『イスファハーンのイマームの広場*』に隣接し

・5行目
アッパース朝時代

2024年12月19日

　

紀元前6～前4世紀に栄えたアケメネス朝ペルシアでは、ゾロアス
ター教が広く信奉されており、

←
紀元前6～前4世紀に栄えたアケメネス朝ペルシアがゾロアスター
教を国教として以降、聖域とされてきた。

2025年3月25日

　

フェニキアの神バアル ← フェニキアの太陽神バアル 2025年3月25日

　

← 2025年3月25日

　

（ヒョウなど）が攻撃的な姿を示している姿や、クモなどの節足動
物、ヘビ、ハゲワシなど

←
（ヒョウなど）が攻撃的な姿を示している姿や、ヘビやクモなどの節
足動物、ヘビ、ハゲワシなど

2024年6月26日

　

紀元前3千年紀頃からつくられてきた。 ← 紀元前3千年紀頃からつくれてきた。 2024年12月19日

　

・4行目
冬の終わりから晩春

・8行目
軟岩（カマル）

←

・4行目
冬の終わりから晩秋

・8行目
軟岩（カルマール）

2025年3月25日

　

削除 ←
ネストリウス派：431年のエフェソス公会議で異端とされた古代キリス
ト教の一派。景教とも。

2024年12月19日

　

泰山の「泰」は、古くは「太」であったとされ、 ← 泰山の「泰」は、古くは「大」であったとされ、 2024年3月26日

　

こちらをご確認ください ← 2025年3月25日

　

降雨量年平均2,000mm超の湿潤な環境で ← 年平均2,000mm超の湿潤な環境で 2024年12月19日

◆  P.201　-　泰山　2段落目・写真キャプション

◆  P.204　-　チャン・アンの景観関連遺産群　2行目

◆  P.172　-　ギョベクリ・テペ　3段落3行目

◆  P.200　-　泰山　2段落1行目

◆  P.148　-　イスファハーンのマスジェデ・ジャーメ（金曜モスク）　3
行目・5行目

◆  P.179　-　ラニ・キ・ヴァヴ：グジャラト州パタンにある王妃の階段
井戸　3行目

◆  P.198　-　欄外注釈

◆  P.137　-　ブッダガヤの大菩提寺　3段落1行目

◆  P.171　-　サラズム：原始都市遺跡　画像

◆  P.194　-　メイマンドの文化的景観　4行目・8行目

◆  P.162　-　タフテ・ソレイマーン　3行目

◆  P.168　-　カルメル山の人類の進化を示す遺跡群：ナハル・メア
ロット／ワディ・エル・ムガラ洞窟　　欄外注釈「カルメル山」

https://www.sekaken.jp/pdf/noindex/text_class1_chu_201.pdf


　

（前4000）～前3000年にかけて、 ← （前4000）～3000年にかけて、 2024年6月26日

　

また三清山は葛洪が訪れて以来、道教の聖地となっている。 ←
また三清山は約400年前に葛洪が訪れて以来、道教の聖地となっ
ている。

2024年6月26日

　

プンチャック・ジャヤ山周辺 変化に富む地形と植生が見られる

　

世界遺産には、生物圏保存地域に登録されているニルギリ生物圏
保存地域の他、ナガルホーレ国立公園や

←
また、生物圏保存地域に登録されているニルギリ生物圏保存地域
を含んでいる。ここはインドで登録されており、ナガルホーレ国立公
園や

2024年6月26日

　

（ソウゲンワシやコキジバト）など ← （ソウゲンワシやコキジバト）いった 2024年6月26日

　

ロクソコッカス・ルピコラ ← ロキソコッカス・ルピコラ 2025年3月25日

　

シリアル・サイト ← シリアル・ノミネーション・サイト 2025年3月25日

　

ティグローヴァヤ・バルカ自然保護区のツガイ森林群 ← ティグローヴァヤ・バルカ自然保護区のツガイ森林 2024年6月26日

　

廃墟となった土地を鋤（すき）でならして塩をまく ← 廃墟となった土地を鋤すきでならして塩をまく 2024年6月26日

　

ジェディド・モスク ← ジェディッド・モスク 2025年3月25日

　

旧市街、新市街からなる。 ← 旧市街、新市街などがからなる。 2024年6月26日

　

リベイラ・グランデ ← リベリラ・グランデ 2024年6月26日

　

この丘の名は「青く美しい丘」を意味し ← この丘の名「青く美しい丘」を意味し 2024年6月26日

◆  P.271　-　アルジェの旧市街カスバ　4行目

◆  P.278　-　シダーデ・ヴェーリャ、リベイラ･グランデの歴史地区　9
行目

◆  P.305　-　アンブヒマンガの丘の王領地　2行目

◆  P.272　-　カイロの歴史地区　1段落2行目

2024年7月2日

◆  P.222　-　西ガーツ山脈　4段落目

◆  P.225　-　ヒルカニアの森林群　2段落9行目

◆  P.233　-　中国の黄海・渤海湾沿岸の渡り鳥保護区（第1段階）　2
段落1行目

◆  P.255　-　カルタゴの考古遺跡　2段落9行目

◆  P.229　-　シンハラジャ森林保護区　3行目

◆  P.236　-　ティグローヴァヤ・バルカ自然保護区のツガイ森林群
遺産名・1行目

◆  P.205　-　イラク南部のアフワル：生物多様性の保護地域とメソポ
タミアの都市の残存景観　2段落4行目

◆  P.212　-　三清山国立公園　9行目

◆  P.218　-　ロレンツ国立公園　画像・キャプション

←



　

柵には石壁と木のドアが設置された。 ← 柵には石壁と木のドアを設置された。 2024年6月26日

　

ラエトリ ← ライトリ 2025年3月25日

　

水循環システム ← 水文システム 2025年3月25日

　

1966年に保護区に指定された。 ← 1996年に保護区に指定された。 2024年4月15日

　

現在見られる滝は8つ目である。 ← 現在は見られる滝は8つ目である。 2024年6月26日

　

約7,500㎢が登録されている。 ← 約7,500㎢がコアエリアとなる。 2024年6月26日

　

約3万6,000㎢にわたって広がる ← 約3万6,000kmにわたって広がる 2025年3月25日

　

セレンゲティとはマサイ語で「果てしない草原」を意味し、 ← セレンゲティとはスワヒリ語で「果てしない草原」を意味し、 2025年3月25日

　

（円の直径（321m）はホープウェル文化における標準寸法の倍数と
して地域全体で使用されていたと考えられている。

←
（円の直径（321m）はホープウェル文化における標準寸法の倍数と
して地域全体で使用されており、研究者の間でOCDと呼ばれてい
る。

2024年6月26日

　

マヤ文明 ← マヤ文化 2025年3月25日

　

チリ北部、アンデス山脈と太平洋の間に広がるアタカマ砂漠は ← チリ北部、アンデス山脈と大西洋の間に広がるアタカマ砂漠は 2024年11月6日

　

シリアル・サイト ← シリアル・ノミネーション・サイト 2025年3月25日

　

旧チチェンに残るのは、スペイン語でカタツムリを意味するカラコ
ル。らせん階段を持つ円形の塔で、

←
旧チチェンに残る、スペイン語でカタツムリを意味するカラコル。ら
せん階段を持つこの円形の塔は、

2024年6月26日

　

プウク様式* ← プウク様式 2024年12月19日

◆  P.369　-　チチェン・イツァの古代都市　1段落3行目

◆  P.371　-　ウシュマルの古代都市　2段落2行目

◆  P.322　-　メ渓谷自然保護区　8行目

◆  P.325　-　ヴィクトリアの滝（モシ・オ・トゥニャ）　2段落4行目

◆  P.328　-　サンガ川流域 - 三カ国を流れる大河　4行目

◆  P.346　-　ホープウェルの儀礼的土塁群　3段落14行目

◆  P.365　-　アリカ・イ・パリナコータ州におけるチンチョーロ文化の
集落と人工ミイラ製造技術　1行目

◆  P.305　-　ミジケンダ諸族のカヤ聖域森林　3行目

◆  P.315　-　ウニアンガ湖群　10行目

◆  P.330　-　サロンガ国立公園　1行目

◆  P.353　-　タカリク・アバフ国立考古公園　3段落6行目

◆  P.307　-　ンゴロンゴロ自然保護区　2段落6行目

◆  P.338　-　セレンゲティ国立公園　3行目

◆  P.366　-　カパック・ニャン：アンデスの道　1行目



　

63段の階段 ← 62段の階段 2025年3月25日

　

グアナフアト聖母聖堂 ← グアナフアト聖母大聖堂 2025年3月25日

　

整然とたたずむ「バラ色の街」 ← スペインがつくった最初期の植民都市 2024年6月26日

　

1532年にわずか168人の兵士を連れてインカ皇帝アタワルパと面
会したスペイン人征服者（コンキスタドール）フランシスコ・ピサロ
は、皇帝を人質に取り身代金の黄金を得たのちに皇帝を殺害。そ
の後クスコを占領し、インカの神々に捧げられた黄金を略奪し、宮
殿や神殿を破壊した。こうしてインカ帝国は滅亡した。

←

1533年、スペイン人フランシスコ・ピサロがわずか168人の兵士を連
れてこの地を占領し、インカ帝国は破滅の時を迎える。征服者（コ
ンキスタドール）たちは、会談中に不意打ちで皇帝アタワルパを人
質に取り処刑すると、インカの神々に捧げられた黄金を略奪し、宮
殿や神殿を破壊した。

2025年3月25日

　

こちらをご確認ください ← 2025年3月25日

　

「*」を削除 ← ディエゴ・ベラスケス* 2024年12月19日

　

こちらをご確認ください ← 2025年3月25日

　

16の教会堂 ← 14の教会堂 2025年3月25日

　

(vi) ← (iv) 2024年6月26日

　

こちらをご確認ください ← 2025年3月25日

　

現在は、土日祝日やハイシーズンのピーク時間帯に車両で入園
する場合は事前予約が必要となる他、持ち込む荷物の量も制限さ
れている。

←
現在は、園内への自転車やバイクの乗り入れは禁止され、持ち込
む荷物の量も制限されている。

2024年7月11日

　

← 2024年6月26日

◆  P.432　-　ビニャーレス渓谷　2行目・6行目以降

◆  P.453　-　ブラジル沖の大西洋の島々：フェルナンド・
デ・ノローニャとロカス環礁の保護区群　地図

◆  P.445 　-　ヨセミテ国立公園　3段落6行目

◆  P.381　-　サカテカスの歴史地区　小見出し

◆  P.398　-　ヴァロンゴ埠頭の考古遺跡

◆  P.411　-　パラナ川沿いのイエズス会布教施設群：ラ・サンティシ
マ・トリニダ・デ・パラナとヘスス・デ・タバランゲ

◆  P.413　-　チロエの教会堂群　2段落3行目

◆  P.401　-　ハバナの旧市街と要塞群　1行目

◆  P.421　-　ESMA 博物館と記憶の場：拘禁と拷問、虐殺のかつて
の機密拠点　登録基準

◆  P.387　-　クスコの市街　3行目

◆  P.372　-　ウシュマルの古代都市　8行目

◆  P.380　-　グアナフアトの歴史地区と鉱山　2段落6行目

https://www.sekaken.jp/pdf/noindex/text_class1_chu_398.pdf
https://www.sekaken.jp/pdf/noindex/text_class1_chu_411.pdf
https://www.sekaken.jp/pdf/noindex/text_class1_chu_432.pdf


　

450種の鳥類 ← 355種の鳥類 2025年3月25日

　

ヒロノムス ← ヒロノマス 2024年3月26日

　

海底から測ると ← 海底から図ると 2025年3月25日

　

オオアリクイの餌場となっている。 ← オオアリクイの餌場なっている。 2024年3月26日

　

伐採による森林環境の悪化から、 ← 伐採による森林環境悪化から、 2024年6月26日

　

マングローブ林が生い茂る沿岸まで ← マングローブ林が生い茂る広がる沿岸まで 2024年6月26日

　

・1段落3行目
9つの保護区がある。総面積は約1万8,370㎢に及び、

・3段落1行目
湾内には、世界中に存在する海生哺乳類の約4割が生息してお
り、

←

・1段落3行目
9つの保護区があり、総面積は約1万8,370㎢に及ぶ。

・3段落1行目
湾内には、世界中に存在する海生哺乳類の約4割が湾内に生息
しており、

2024年6月26日

　

（一帯では、陸海問わず豊かな生態系）が育まれている。 ← （一帯では、陸海問わず豊かな生態系）を育まれている。 2024年6月26日

　

P468 ← P467 2025年3月25日

　

ティグローヴァヤ・バルカ自然保護区のツガイ森林群 ← ティグローヴァヤ・バルカ自然保護区のタゲイ森林群 2024年6月26日

最終更新日 2025年4月10日

◆  P.486　-　INDEX　「え」 　エヴァーグレーズ国立公園　掲載頁

◆  P.477　-　サウス・イースト大西洋沿岸森林保護区群　3行目

◆  P.480　-　カリフォルニア湾の島々と自然保護区群　1段落3行目・
3段落1行目

◆  P.481　-　レビジャヒヘド群島　5行目

◆  P.490　-　INDEX　「て」

◆  P.461　-　ジョギンズの化石断崖群　4行目

◆  P.473　-　セラード自然保護地域群：ヴェアデイロス平原国立公
園とエマス国立公園　9行目

◆  P.476　-　ロス・カティオス国立公園　5行目

◆  P.457　-　グランド・キャニオン国立公園　1段落7行目

◆  P.464　-　ハワイ火山国立公園　5行目
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